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5Gにおけるオープン化、仮想化の取り組み
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パブリック5G

ソフト基地局

大規模・広域用途基地局
病院

ソフト基地局

工場/プラント

ソフト基地局

オフィス

ソフト基地局

基地局の仮想化により、様々な現場/分野でモバイルネットワークを容易に利活用

小規模・特定用途基地局

5G基地局制御装置
（CU/DU）

5G無線装置
（RU）

5Gコア
ネットワーク

オープン
インターフェース

強みのある装置単位で市場参入が可能

オープン化を推進し、グローバル事業の拡大機会を創出

Open RAN：基地局インターフェースのオープン化

5Gソフトウェア基地局

DU(L2) DU(L1)

MEC RIC

COTS

vDU/vCU
専用ハード
基地局

基地局の仮想化、ソフトウェア化

多様なニーズに対応できるネットワークを実現
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5G基地局の商用展開
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https://pr.fujitsu.com/jp/news/2019/07/31.html

○ プレスリリース（2019年7月31日）
○富士通株式会社

○ 「NTTドコモへ、5G商用サービス向けの基地局制御装置および無線装置を納入開始」

○無線装置(RU)
○3.7GHz帯、4.5GHz帯、28GHz帯に対応した3種をラインナップ

○アンテナ装置を内蔵することでビームフォーミングを実装

○基地局制御装置(CU/DU)
○独自のSDR技術により、従来の3G/4G基地局を5Gにアップデート

○ フロントホール
○O-RAN Allianceで策定された世界標準の
フロントホールインタフェース仕様を採用

RU: Radio Unit
DU: Distributed Unit
CU: Centralized Unit
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5G SA仮想化基地局の開発
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https://pr.fujitsu.com/jp/news/2022/02/18.html

○ プレスリリース（2022年2月18日）
○KDDI株式会社 Samsung Electronics Co., Ltd. 富士通株式会社

○ 「世界初、オープン化した5G SA仮想化基地局の商用通信に成功」
○基地局のオープン化と仮想化で、ニーズに応じた通信サービスの迅速な提供を目指す

○概要
○世界で初めて、商用ネットワークに接続する
オープン化した5Gスタンドアローンの仮想化
基地局によるデータ通信に成功

○基地局はO-RANに準拠し、オープン化した
サムスン電子の無線制御装置(DU, CU)と
富士通の無線装置(MMU)で構成

SA : Stand-Alone
MMU: Massive MIMO Unit
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5G仮想化基地局の低消費電力化
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https://pr.fujitsu.com/jp/news/2022/02/24.html

○ プレスリリース（2022年2月24日）
○富士通株式会社

○ 「低消費電力と高性能を両立した5G仮想化基地局を提供開始」
○CO2排出量を従来比50%以上削減し、持続可能な社会の実現に貢献

○概要
○5G SA方式対応の、ソフトウェアにより
仮想化した仮想化基地局を新たに開発

○2022年3月より通信事業者向けに
検証用としての提供を開始

○高品質かつ安定した通信を提供しながら、
従来の基地局と比較してシステム全体の
CO2排出量を50%以上削減
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ローカル5G サービス
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スモールスタートに適したスターターキットの提供
(2021年12月提供開始)

・手軽に導入可能な小規模ローカル5Gシステム。スモール
スタートに最適
・5Gコア、CU、EMSを1台のサーバ上に実装したシンプルな
構成。段階的なシステム拡張にも対応
・当社工場でセットアップして提供。お客様にて構築(必要に
応じて当社支援可能)
・標準構成の約1/3(標準価格比)の費用で初期導入しや
すい形でのご提供

ローカル5Gシステム ローカル5G導入・運用の簡易化サービス

ローカル5G免許取得の動画解説ページの公開
https://www.fujitsu.com/jp/innovation/5g/license/
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ローカル5Gの活用事例（1）

○ ローカル5Gでのミリ波活用事例
○ ホットスポット

○ 茶畑（ホットスポットに移動したドローンへの瞬時データ伝送）

○ キャンパス内（高速伝送可能なホットスポットエリアの構築）

○ トンネル内

○ 建機の遠隔操縦（危険な作業現場での安全確保）
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ローカル5Gの活用事例（2）
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無線基地局の進化

○6Gに向けてミリ波やサブテラヘルツ波などのより高い周波数の活用が必要

○無線基地局では、ビームフォーミングと高周波デバイスがキーテクノロジー
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高周波デバイス技術

CU/DU

O-RAN
フロントホール

RU
ソフトウェア基地局による大容量、
低遅延、多数同時接続の対応

無線基地局

ビームフォーミング技術
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ミリ波の普及に係る技術と課題
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技術 効果 課題

ビームフォーミング •ビーム利得によるカバレッジ拡大
•上りリンクのスループット向上

•ビームが細くなることに対する追従など
処理の複雑度が増大

マルチビーム多重 •MU-MIMOによるセルスループット向上 •回路規模の増大

アンプの高出力化 •化合物半導体を用いた高出力化による
カバレッジ拡大

•シリコンに対するコスト増
•アンプ効率の向上

中継局(リピーター、IAB) •中継やマルチホップによるカバレッジ拡大 •設置場所の確保
•装置の小型化・低コスト化

反射板(インテリジェント) •見通し外エリアを減らしてカバレッジ拡大 •設置場所の確保
•インテリジェント化による複雑度の増大

RFデバイスのモジュール化 •小型・低コスト化による基地局数増大
(スモールセルの普及)

•デバイス実装技術の確立
•量産による低コスト化

ミリ波のカバレッジを拡大する技術が検討されているが、コスト観点の課題克服も重要
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国の研究開発事業を活用した取り組み
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プロジェクト 期間
(継続可となった場合)

委託元 周波数 開発技術

基地局無線部の高性能化技術の開発
2020年7月～
2023年6月

NEDO
28/39GHz

Sub6
ビーム多重対応RFチップ開発（8多重）
ビーム間干渉抑圧技術（システム容量1.5倍）

高周波帯アンプ一体型アレイアンテナ実装
技術の開発

2021年10月～
2024年9月

NEDO 47GHz
47GHz帯RFチップ開発（平均5mW以上）
パッケージ実装技術（熱抵抗1K/W以下）

5G基地局共用技術に関する研究開発
2020年度～
2022年度

総務省
28GHz
Sub6

共用RUにおける低消費電力化技術
（消費電力25%削減）

基地局端末間の協調による動的ネットワー
ク制御に関する研究開発（課題イ-②）

2021年度～
2024年度

総務省 28GHz
移動型再生中継局の最適制御技術
（上りリンク容量4倍、セル端スループット6倍）

100GHz 以上の高周波数帯通信デバイス
に関する研究開発（課題ウ）

2021年度～
2023年度

総務省
100/

300GHz
高出力・高効率アンプ開発
（100GHz 最大10W、300GHz 最大10mW）

テラヘルツ帯増幅器一体型アレイアンテナ技
術の研究開発

2021年度～
2024年度

NICT 300GHz
異種デバイスの3次元集積技術
（±10°のビーム方向制御）

将来のミリ波普及に向けて、国の事業を活用した技術開発を実施中
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